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◇「トイレのふたを閉めると地球にやさしいって知っていま

した・・・？」 
           副本部長 湯田 啓一 [荒川支部 日東通運㈱]

 今年は、多発する自然災害のニュースに、また愛・地球博や自動

車ショーなどの展示など、さまざまな機会に環境を意識せざるを得

ない一年であった。 

 私の朝の日課のひとつとして、太陽光発電のメーターのところに

行き、発電実績値を記入しながら、太陽の恵みに感謝するのを日課

にしている。３月からはじめて１２月２１日現在1,737kwを発電し、

312kgのCO2排出を節約することができた。世界のCO2排出から見れ

ばささやかではあるが、多少は地球環境を守ることに貢献できた満

足感はある。 

 また先日、知人のハイブリッド車に同乗させてもらい、静かで力

強い走行に感心した。１リットルあたり２０kmは走行し、５０Lの

タンクで東京大阪を往復できるという話に、一般の乗用車との違い

を体感した。 

 環境を破壊するのに荷担した科学技術の力をもって、環境を守ら

なければならない歴史の皮肉を感じるが、環境を守るための科学技

術は急速にすすんでいる。しかし、問題は地球の痛みを感じる心な

のだろう。環境対策を、他からやらされるから、あるいは規制にし

ばられるから行うととらえるのではなく、自発的に自分の会社でで

きることを見つけ改善していくことが大切であり、経営者としての

自己研鑽と意識の変革が求められているのではないだろうか。 

来年は、自然災害などのない平穏な一年であることを望みたい

が、私たち人間も”地球にやさしい”存在となるよう努力しなけれ

ばならない。 

 標題のトイレのふたであるが、暖房便座の場合はふたをしめるこ

とによって、熱の放散を防ぎ電気の節約になるそうである。夜トイ

レに起きたときなど、お忘れなく。 

 

◇壮年部長随想リレー 
            杉並支部壮年部長 小俣 明彦 ㈱西荻貨物

 杉並支部は、なにかと他の支部と比べられる。模範となる気は毛

頭ないが、常に和気藹々と支部活動に専念して支部会員と行動を共

にしています。といっても、特別な事というものでは無く、皆さん

からの意見を取り上げ、種々の活動を行っています。 

 １０月２２日から１０月２４日の２泊３日の日程で、壮年部杉並

支部旅行として、中国の杭州に行って参りました。私は、中国は初

めてなので昔の中国のイメージで、自転車が多いだろうと思ってい

ましたら大間違い、車の渋滞と人の多さに、また、２度ビックリ。

日本も戦争に負けて当たり前と納得、世界は広いとつくづく思いつ

つ、皆楽しく観光を堪能してきました。 
 成田に無事についてさすがにホッと一息つきましたが、今の中国

はさすがにパワーがあり、オリンピックも控えすばらしく発展して

行くだろうと感心したが、環境汚染については中国もこれからが大

変だなと思いました。 

 このように、杉並支部として独自に旅行や会合等に支部会員が協

力してくれるので、我々執行部として大変助かっております。 

 壮年部長を受けたときは、どうしようと迷いましたが、皆の協力

と実行力でなんとか支部活動を活発に維持して行こうと思ってお

ります。 

 本部壮年部は、今までの方向が変わるようですが、杉並支部は今

までの方向で行こうとの皆の意見もあり、当分は現状維持のつもり

です。 

 なかなか現状維持というのは難しくなるかも知れませんが、なん

とか皆の協力と実行力に期待して行こうと思っております。 

《百文字のひろば》 
師走に入り、寒さも一段と厳しくなり、今年は全国で例年より早

い大雪による被害が見られます。巷ではジングルベルが鳴り、クリ

スマス気分たけなわな今日この頃です。 
わが運送業界にとっては厳しい年の瀬ですが、来年こそはいい年

になるよう頑張りたいと思っています。 
                           篠﨑 眞 [板橋支部 ㈱興真運送]
   

趣 味 

僕の趣味はゴルフ、そしてカラオケで、その仲間と一緒に多種多

様な趣味を持って集ったスミレ会に所属しています。 

その仲間と一緒に、ひと月に一度、老人ホームへ慰問に行きます

が、スミレ会の８２歳の方はアコーデオンの弾き語りで老人ホームの人

気者になっています。その方に健康の秘訣は？と聞くと、趣味を持ち何

事も前向きに考える事と言っておられました。その通りだと思いま

す。            佐々木由雄 [杉並支部 ㈱須田運輸] 

 

かつてない ぼ・や・き 

トラック代替・諸税上昇・役員給与下落 妻は経理で家庭不和・

小遣い当然急降下、どうしたらいいんだ！ トラックだってあんな

に大事にしてたのに、隣近所にゃ気ぃ使っているのに代替しなけり

ゃ都内走らせないってか！ いいかげんにしてよ 運賃Ｕｐとお願

いすれば、冷たい視線で「お宅だけだよ」てか！ マスコミは“景

気回復の兆し”ってあおるけど、どこが！！ 従業員は本当によく

やってくれるからボーナス出したい、でも無理 定期昇給ストップ

だけど、給料は下げずに頑張りたい。こんなのうちだけかな？ 

飯島 光幸[新宿支部 ㈲トーワ・デリバリー]
 
《行事予定》 
  ◇壮年部環境フォーラムⅡ 

日 時  ２月２日（木）１３時３０分～１６時４０分 
会 場  発明会館  １階ホール 港区虎ノ門２－９－１４ 
テーマ  「トラックと社会・環境との共生を考える」（仮題）」

  基調講演 「ディーゼルこそが地球を救う」 
北海道大学大学院 工学研究科 教授 小川英之氏

・コーディネーター 
        芝浦工業大学 工学部 助教授 春日伸予氏   

・パネリスト 

 行政関係担当官、小川教授、荷主関係物流担当者、

トラック業界関係者、マリ・クリスティーヌ氏を

 予定 

  詳細については、１月初旬に FAX でご案内をいたしますので、

お誘いあわせのうえご参加下さい。 

 

◇三組織（壮年部・青年部・女性部）合同セミナー・新春交流会

日 時  ２月１５日（水） 

         セミナー １６：１５～１７：４５ 

         懇 談 会  １８：００～１９：４５ 

 会 場  ロイヤルパークホテル 

          中央区日本橋蛎殻町２－１－１ 

 講 師  ㈱近代経営システム研究所 

       代表取締役 瓜生武彦氏 

 テーマ  トラック業界に拘わる内容で調整中 

 ※本年度は、壮年部がセミナー・交流会を担当します。 

詳細については、１月初旬に FAX でご案内をいたします。 

三組織の皆様の奮ってのご参加をお待ちしております。 
 


